
アンサンブルアンプ

SPA-150R-L

取扱説明書

この度はレスリー・ステーショナリースピーカー／アンサンブルア
ンプ SPA-150R-Lをお買いあげいただきまして誠にありがとう
ございます。本機は4チャンネルミキサー、残響効果を装備し、出力
150W、2ウェイ3スピーカーを搭載しており、幅広い拡声用途にお
使い頂けます。
本製品を末永く、そして安全にご使用いただくため、この取扱説明
書をよくお読みください。
お読みになった取扱説明書は、大切に保管してください。
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2 安全上のご注意
● ご使用になる前に、この「安全上のご注意」をよくお読みの上、正しくお使い下さい。
● お読みになった後は、必ず保存して下さい。
● ここに示した注意事項は、安全に関する重要な内容を記載していますので、下記の指示を必ず守って下さい。
● 本書では、危険や損害の程度を次の区分で表示し、説明しています。

警告
注意

警告

この表示内容を無視した取り扱いをすると、死亡や重傷を負う可能性が想定されます。

この表示内容を無視した取り扱いをすると、傷害を負う可能性または物的障害が発生する
可能性が想定されます。

電源は必ず交流100Vでご使用下さい
交流100V 以外の電圧でご使用になると、火災や感電の恐れ
があります。

異常を感じたら電源を切って下さい
万一異臭や発熱などの異常を感じたときは、電源を切り電源
プラグをコンセントから抜いて、お買い上げ販売店やスズキ各
営業所にご連絡下さい。

異常状態でのご使用は火災・感電の原因となります。

異物が入ったときは、電源プラグを抜いて下
さい
製品に異物（硬貨や針金）や液体（水やジュースなど）を入れな
いようにして下さい。

故障の原因となるだけでなく、感電の恐れがあり大変危険で
す。

万一、異物が内部に入ったときは直ちに電源を切り、電源プラ
グをコンセントから抜いて、お買い上げ販売店またはスズキ各
営業所にご連絡下さい。

改造・分解は危険です
改造や分解はしないで下さい。故障の原因となるだけでなく、
感電の恐れがあり大変危険です。

濡れた手で触れないで下さい
濡れた手で電源プラグ・コード及び本体に触れないで下さい。
故障の原因となるだけでなく、感電の恐れがあり大変危険で
す。

湿気の多い場所は避けて下さい
水分や湿気の多い場所では絶対に使用・保管しないでくださ
い。故障の原因となるだけでなく、感電の恐れがあり大変危険
です。

ほこりの多い場所は避けて下さい
ほこりの多い場所での使用は避けて下さい。故障や発火の原
因になることがあります。

また電源プラグにほこりが付いている場合、そのまま使用する
と感電などの原因となりますので、ほこりを拭き取ってからご
使用下さい。

●次のような場合はただちに電源を切って電源プラグをコン
セントから抜き、お買い上げ販売店またはスズキ各営業所に
ご連絡下さい。

■電源コードやプラグが破損したとき

■異物や液体が中に入ったとき

■機器が雨その他で濡れたとき

■機器に異常が発生したとき

この機器に表示されているマークには、次のよ
うな意味があります。

このマークは、機器の内部に絶縁されていない「危険な電圧」が存
在し、感電の危険があることを警告しています。

このマークは、機器喚起シンボルであり取扱説明書などに、一般的
な注意、警告、危険の説明が記載されていることを表しています。
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注意
熱くなる場所を避けて下さい
自動車の中や暖房器具のすぐ近くなど、極端に熱くなるところ
での使用、保管は避けて下さい。変形・故障の原因になること
があります。

放熱を妨げないで下さい
設置時は放熱をよくするために、背面と壁や他の機器との間
に20cm以上の 間をあけて下さい。放熱が不十分だと内部
に熱がこもり、火災の原因となることがあります。

衝撃を与えないで下さい
製品をぶつけたり、落としたりしないで下さい。製品に傷を付
けるだけでなく故障の原因になります。

製品の上に乗ったり、重いものを乗せたりし
ないで下さい
製品が破損する原因にもなりますし、製品が転倒したりしてお
客様がケガをする危険性があります。

不安定な場所に置かないで下さい
製品を不安定な場所に置かないで下さい。転倒・落下して、お
客様がケガをする危険性があります。

移動の際には接続ケーブルをすべて外して下
さい
移動させるときは電源プラグ、接続ケーブルはすべて外して下
さい。コードが傷つき、火災や感電の原因となることがありま
す。

使わないときは電源プラグを抜いて下さい
ご使用の後は電源スイッチを切って下さい。長時間使用しない
ときや落雷の恐れがある場合は、製品保護のためコンセント
から電源プラグを抜いて下さい。

コードは引っ張らないで下さい
電源コードの上に物を置いたり、引っ張ったりしないで下さ
い。

また電源プラグをコンセントから抜くときは電源コードではな
く、必ず電源プラグを持って引き抜いて下さい。電源コードが
傷つき、感電などの原因になり大変危険です。

お手入れは柔らかい布で
お手入れは柔らかい布でから拭きしてください。アルコール・シ
ンナー・ベンジン等は製品を傷めますので絶対に使用しない
で下さい。

接続時は電源を切って
各機器との接続時は、接続するすべて機器の電源を切って下
さい。それぞれの機器の取扱説明書に従い、指定のコードを
使用して接続して下さい。

電源を入れる前に音量（ボリューム）を最小にしてください。突
然大きな音が出て聴覚障害を引き起こす恐れがあります。

大音量に注意
不快に感じるような大音量では、使用しないで下さい。この機
器は大音量での使用により、聴覚障害を引き起こす恐れがあ
ります。
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4 各部の名称と働き
TONE1-2

BASS TREBLE

REV.

VOLUME 1

INPUT 1 INPUT 2 INPUT 3

VOLUME 2

TONE3-4

VOLUME 3 VOLUME 4

INPUT 4 LINEOUT

MASTER VOLUME

POWER

AC IN ON

OFF

ONOFF

BASS TREBLE REVERB

1

2

3 4 5 6 7

8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18

19

20

1.3m以下
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電源コード
本機の動作には電源が必要です。ご使用時には、電源コードを
A
エーシー

C  I
イン

N端子に接続し、電源プラグをA
エーシー

C100V
ボルト

コンセントに
しっかりと差してください。ご使用後は、電源プラグを持ってコ
ンセントから抜いてください。

P
パ ワ ー

OWERスイッチ
本機の電源を「O

オ ン

N／O
オ フ

FF」するスイッチです。本機の通電時に
はPOWERスイッチ上のランプが点灯します。
各機器を接続するときは雑音を防ぐため、本機のPOWERス
イッチを「OFF」にした状態で行ってください。
POWERスイッチを「ON」にする際には突然大きな音が出ない
よう、M

マ ス タ ー

ASTER V
ボ リ ュ ー ム

OLUMEつまみ（12）を最小にしてください。
内部回路保護のため、電源を入れて約３秒間は音が出ません。

～  I
イ ン プ ッ ト

NPUT 1 ～ 4ジャック
音声入力端子です。マイク、大正琴、キーボード、CDプレイヤー
といったマイクレベルからラインレベルまでの機器を接続でき
ます。端子はモノラル標準ジャックです。

L
ラ イ ン

INE O
ア ウ ト

UT ジャック
録音機へ接続して録音したり、他のアンプへ接続して更に大音
量を得たりするための出力端子です。出力はラインレベルで、端
子はモノラル標準ジャックです。

～  V
ボ リ ュ ー ム

OLUME 1 ～ 4つまみ
各入力端子に接続された機器の音量を調節します。
0 で音は出なくなり、つまみを右に回すに従って音量が大きく
なります。

M
マ ス タ ー

ASTER V
ボ リ ュ ー ム

OLUMEつまみ
本機全体の音量を調節します。
VOLUME 1～4つまみを音が歪まない範囲でできるだけ大き
く設定し、主音量つまみで程良い音量に聞こえるよう調整する
ことで、最も雑音を少なくすることができます。
また、一時的に消音したい場合にこのつまみを使えば、
VOLUME 1～4つまみのバランスを保った状態で消音を行う
ことができます。

～  T
ト ー ン

ONE 1-2つまみ
INPUT 1 及びINPUT 2の音質を調節します。
中央位置が標準の設定です。B

ベ ー ス

ASSを上げると音の量感が増
し、下げるとマイクを接続した場合の風雑音を軽減することが
できます。T

ト レ ブ ル

REBLEを上げると音のきらびやかさが増し、下げる
と柔らかい音になります。
BASSつまみには特別な設定があります。中央では電気的に平
坦な特性です。 “”位置に設定すると、重低音が補正され聴感
的に平坦な特性が得られます。

～  T
ト ー ン

ONE 3-4つまみ
INPUT 3 及びINPUT 4 の音質を調節します。

R
リバーブ

EV. スイッチ
INPUT 3及びINPUT 4に残響効果をかけるかどうかを設定し
ます。このスイッチを「O

オ フ

FF」にすると、INPUT３及びINPUT４
には残響効果はかかりません。
このスイッチの位置に関わらず、INPUT 1及びINPUT 2には常
にR

リ バ ー ブ

EVERBつまみ（18）で設定した残響効果がかかります。

R
リ バ ー ブ

EVERBつまみ
音にコンサートホールのような残響効果を付けます。
0で残響効果はかからず、つまみを右に回すに従って効果が深く
なります。

ハンドル
運搬用のハンドルです。

ポールソケット
市販のスピーカースタンドに取り付けるためのソケットです。外
径35mmのポールに対応しています。

注意

スピーカースタンドを使用する場合には、以下の点にご注意く
ださい。
・ 平らな場所に設置して、ぐらつきのないことを確認する
・ スタンドの高さ調整は1.3m以下の状態で使用する（前ペー
ジ下図）

・ スタンドの脚は最大に開いた状態で使用する
・ 設置したスタンドの周りは、人の立ち入りを制限する
・ 1台のスタンドに、1台の本機を設置する
・ 付属のネジがある場合は必ずそれを使用する
・ 固定用のネジはしっかり締める
・ スタンドを移動したり高さを調整したりする前に、本機をス
タンドから取り外す

高温保護回路
本機を大音量で長時間連続使用すると、内部温度が上昇し、動
作を停止することがあります。このような場合には、本機の温度
が下がり、動作が再開されるまでしばらくお待ちください。再三
にわたり本機が動作を停止する場合には、音量を下げてご使用
ください。
温度低下を待つ間にP

パ ワ ー

OWERスイッチを切る必要はありませ
ん。

H
ハイフリーケンシー

F プロテクト
HFプロテクトとは 高

ハイフリーケンシー

音 の過大入力から高
ツ イ ー タ ー

音用スピーカーを
保
プロテクト

護する機能です。
V
ボ リ ュ ー ム

OLUMEつまみが上がった状態でI
イ ン プ ッ ト

NPUTプラグの抜き差し
を行ったり、プラグの先端を手で触れたりすると、保護機能が
働き無音状態になることがあります（数秒後、自動的に復帰さ
れます）。
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6 接続例
ハーモニカソロでの使用例

ハーモニカ用マイクはI
イ ン プ ッ ト

NPUT 1に接続し、
伴奏用としてCDプレイヤーなどを使用する
場合にはINPUT 3と4に接続します。これ
により、ハーモニカと伴奏とで音質調整が
別々に行えます。
本機の入力端子は標準ジャックですが、
ポータブルCDプレイヤーの出力端子はス
テレオミニジャックであることが多いので、
ステレオミニプラグ対ピンプラグ×２の接
続コードを1セット、ピンジャック対標準プ
ラグのアダプター2個を使用することによ
り接続できます。
マイクの出力レベルは小さいため
[V
ボ リ ュ ー ム

OLUME 1]つまみは大きく、CDプレイ
ヤーの出力レベルは大きいため[VOLUME 
3] [VOLUME 4]つまみは小さめに設定し
ます。
残響をハーモニカだけにかけ、伴奏には
かけたくない場合は、[R

リバーブ

EV.]スイッチは
「O

オ フ

FF」にしておきます。

本機を連結してパワーアップする

TONE1-2

BASS TREBLE

REV.

VOLUME 1

INPUT 1 INPUT 2 INPUT 3

VOLUME 2

TONE3-4

VOLUME 3 VOLUME 4

INPUT 4 LINEOUT

MASTER VOLUME

POWER

AC IN ON

OFF

ONOFF

BASS TREBLE REVERB

TONE1-2

BASS TREBLE

REV.

VOLUME 1

INPUT 1 INPUT 2 INPUT 3

VOLUME 2

TONE3-4

VOLUME 3 VOLUME 4

INPUT 4 LINEOUT

MASTER VOLUME

POWER

AC IN ON

OFF

ONOFF

BASS TREBLE REVERB

本機1台のみで音量が不足する場合は、L
ラ イ ン

INE O
ア ウ ト

UTジャックから子機として用意したもう
1台のSPA-150R-Lの[I

インプット

NPUT 1]ジャックへ接続することでパワーアップが図れます。こ
の場合、子機側の[V

ボ リ ュ ー ム

OLUME 1]を2（9時方向）、[M
マ ス タ ー

ASTER V
ボ リ ュ ー ム

OLUME]を中央に合わせ
ます。
不要な音質の変化を避けるため、子機のT

ト ー ン

ONEつまみは中央に設定します。
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ハーモニカアンサンブルでの使用例

上図はメロディ用ハーモニカ2台、コードハーモニカ、そして
バスハーモニカによるハーモニカカルテットの場合の接続例
です。メロディ用マイクは[I

イ ン プ ッ ト

NPUT 1]と[INPUT 2]へ、コード
ハーモニカ用マイクは[INPUT 3]、バスハーモニカ用マイクは
[INPUT 4]へ接続します。
マイクロホンにボリュームつまみが付いている場合、演奏前は
中央にしておくと、演奏中に手元で音量を調整し易くなります。
接続が終わったら電源を入れ、本機の全つまみを中央に設定し
ます。演奏者に音を出してもらい、1から4の各[V

ボ リ ュ ー ム

OLUME]つま
みで音量バランスを調整します。
全体の音量は[M

マ ス タ ー

ASTER V
ボ リ ュ ー ム

OLUME]つまみで設定します。
残響効果をかけるには[R

リ バ ー ブ

EVERB]つまみを右に回します。
リズム感をはっきりさせるため、残響をメロディだけにかけ、
コード及びバスハーモニカにはかけたくない場合は、[R

リバーブ

EV.]ス
イッチは「O

オ フ

FF」にしておきます。
大きな会場での演奏では、コードハーモニカ及びバスハーモニ
カにそれぞれ専用のアンプを用意すると、パワーに余裕ができ、
またそれぞれの演奏者自身の演奏を聞き取り易くなり、より良
い結果が得られます。

次の表は、当社製ハーモニカと、対応するマイクロホンの組み合
わせです。

楽器 マイクロホン 備考
メロディ担当
（複音、クロマチック、
10穴等）

ダイナミック型
またはHMH-100等

マイクロホンがXLR端子
の場合は標準プラグへ変
換して接続（マイクケーブ
ルCI-5等を使用）

SCH-48, BCH-48 HMC-2 -
SCH-24★ HMC-4★ -
SDB-39★/-39V2 HMB-1 -
SDB-29★/-29V2 HMB-3 -

型番後の「★」は生産完了品を表します。

バス

コード
メロディ2

メロディ1
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8

大正琴アンサンブル（小編成）での使用例

本機は4チャンネルの入力を備えていますので、4台までの楽器
を直接接続することができます。各I

イン プ ッ ト

NPUTジャックとも全ての
電気大正琴に対応しておりますので、大正琴を接続後、各楽器
とも適切な音量バランスになるよう各[V

ボ リ ュ ー ム

OLUME]つまみを調
節します。その後、全体の音量を[M

マ ス タ ー

ASTER V
ボ リ ュ ー ム

OLUME]つまみ
で設定します。小会議室程度であれば、本機1台で充分な音量
を得られます。
例えば、こはくシリーズのアンサンブルを行う場合には上図の
ようにソプラノを[INPUT 1]、タイプⅡ

ツー

を[INPUT 2]、アルトを
[INPUT 3]、バスを[INPUT 4]へ接続し、[VOLUME 4]つまみ
を他のチャンネルよりも大きめに設定します。
あまり音圧が感じられないのに「バチバチ」と歪む場合は、各
[VOLUME]つまみを歪まない位置まで左へ回し、[MASTER 
VOLUME]つまみを右に回して必要な音量を得ます。

「ザー」という雑音が耳に付く場合は、[MASTER VOLUME]つ
まみを雑音が気にならない位置まで左へ回し、各[VOLUME]
つまみを右に回して必要な音量を得ます。
残響効果をかけるには、[R

リ バ ー ブ

EVERB]つまみを右へ回します。
上図の編成でソプラノ、タイプⅡのみに残響効果をかけるには、
[R
リバーブ

EV.]スイッチを「O
オ フ

FF」に設定します。
また、本機にソプラノなど同パートの楽器を4台接続し、全ての
入力に残響効果をかけるには、[REV.]スイッチを「O

オ ン

N」に設定
します。

ソプラノ

タイプ II

アルト

バス
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大正琴アンサンブル（大編成）での使用例

電気大正琴の台数が多い場合、本機を複数台用意しパート別
に分けて使用すると、立体感があり明瞭度が高い再生が可能
で、1台ごとの音量調整も簡単です。
特に広い会場において、この接続方法は接続ケーブルを引き回
す距離が短くて済み、またそれぞれの演奏者自身の演奏を聞き
取りやすいため便利です。

上図はこはくソプラノ2台、タイプⅡ
ツー

2台、アルト2台、バス1台を
2台の本機に振り分けた接続例です。
この接続のしかたであれば、パート別に[B

ベ ー ス

ASS]、[T
ト レ ブ ル

REBLE]の
T
ト ー ン

ONEつまみを使って音づくりが可能になります。

ソプラノ

ソプラノ

タイプ II

タイプ II

アルト

アルト

バス
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大正琴邦楽アンサンブルでの使用例

上図は2台の電気大正琴と電子打楽器DPS-100「拍調」を
使った邦楽アンサンブルでの接続例です。
邦楽に於いては音符と音符との「間」が大切で、これを表現する
のに本機の残響が活用できます。打楽器のようなすぐに消えて
しまう音に対しては特に効果的です。
上図の接続と設定では、全てのパートに残響がかかります。

電子打楽器だけに残響をかけ、電気大正琴には残響をかけ
たくない場合は、上図とは逆に[I

イ ン プ ッ ト

NPUT 1]に電子打楽器を、
[INPUT 3]と[INPUT 4]に電気大正琴を接続し、[R

リバーブ

EV.]スイッ
チを「O

オ フ

FF」にします。
上図の接続例は電気大正琴だけではなく、電気三味線を使用し
た場合も同様です。

ソプラノ

ソプラノ

打楽器
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大正琴ダイレクトボックスの使用例

本機に同一機種の電気大正琴を多数接続したい場合は、大正
琴ダイレクトボックスDB-2 を使用します。
上図は大正琴教室の練習を想定し、こはくソプラノ8台を大正
琴ダイレクトボックスを使って接続し、こはくアルト及びバスを
本機に直接接続した例です。
大正琴ダイレクトボックスDB-3の場合、こはくソプラノ／タイ
プⅡ
ツー

を合わせて5台、アルト2台、バス1台を1つのチャンネルに
まとめることができます。
但しこれらのように、本機１台に多数の楽器を接続した場合、
パート別に複数の本機を使用した場合に比べ、パワーの余裕が
無くなり、また各演奏者自身の演奏が聞き取りづらくなります。

あまり音圧が感じられないのに「バチバチ」と歪む場合は、各
[VOLUME]つまみを歪まない位置まで左へ回し、[MASTER 
VOLUME]つまみを右に回して必要な音量を得ます。
「ザー」という雑音が耳に付く場合は、[MASTER VOLUME]つ
まみを雑音が気にならない位置まで左へ回し、各[VOLUME]
つまみを右に回して必要な音量を得ます。

DB-2

ソプラノ アルト

バス
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アンサンブルキーボードの使用例

学校でアンサンブルキーボードHEKシリーズやポータブルキー
ボードを採り入れたアンサンブルを行うとき、キーボードの内
蔵スピーカーだけでは音量が足りない場合には本機を使ってパ
ワーアップをする事ができます。本機1台で通常教室や音楽室
では充分な音量を得られます。
キーボードの外部出力レベルは比較的大きいため、
[V
ボ リ ュ ー ム

OLUME]つまみは中央よりやや左に設定します。各キーボー
ドのバランスを調整した後、[M

マ ス タ ー

ASTER V
ボ リ ュ ー ム

OLUME]つまみで全
体の音量を設定します。

体育館での音楽会など広い会場で多くのキーボードを使って演
奏する場合は、本機1台に全ての楽器を接続するのではなく、各
楽器に対して1台ずつ本機を使用することで、パワーに余裕の
ある演奏を行うことができます。

外部出力

外部出力 外部出力

外部出力
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シングルキーボードの使用例

TONE1-2

BASS TREBLE

REV.

VOLUME 1

INPUT 1 INPUT 2 INPUT 3

VOLUME 2

TONE3-4

VOLUME 3 VOLUME 4

INPUT 4 LINEOUT

MASTER VOLUME

POWER

AC IN ON

OFF

ONOFF

BASS TREBLE REVERB

TONE1-2

BASS TREBLE

REV.

VOLUME 1

INPUT 1 INPUT 2 INPUT 3

VOLUME 2

TONE3-4

VOLUME 3 VOLUME 4

INPUT 4 LINEOUT

MASTER VOLUME

POWER

AC IN ON

OFF

ONOFF

BASS TREBLE REVERB

BRAKE

LESLIE

ON FAST

SECOND THIRD

PERCUSSION

FAST SOFT

M.BASS SPLIT

REVERB USER

DRAWBARS PEDAL  DRAWBARS DRAWBARSPITCH BEND MODULATION

PARAM.

1 / 3 / 4 /2 /

VALUE

MASTER
VOLUME

TUBE
OVERDRIVETONE

0 10 MIN MAX MIN MAX

MIN MAX MIN MAX MIN MAX MIN MAX MIN MAX MIN MAX

CONTROL TONE TYPE TUBE AMP PLAYREC/JUMPBANK MENU/EXIT

PAGE

UPPER B LOWER A

VIBRATO
AND

CHORUS

V-3

V-2 V-1

C-2 C-3

C-1

PRESETS BA

UPPER LOWER

VIBRATO & CHORUS

DEMO

UPPER 1 UPPER 2 UPPER 3 LOWER 1 LOWER 2 PEDAL

ASSIGNABLE CONTROLLER

L/MONO R

ライン出力を持ったオルガンやシンセサイザー、キーボードは比
較的出力レベルが大きいため、本機の[V

ボ リ ュ ー ム

OLUME]つまみを中
央より左に設定すると良い結果が得られます。スピーカーの音
量は[M

マ ス タ ー

ASTER V
ボ リ ュ ー ム

OLUME]つまみで調節します。
XK-3★、XK-3C★、XK-5は特に出力レベルが大きいため、上記
の他に楽器の[MASTER VOLUME]つまみを中央以下に設定
すると歪みのない音が得られます。
最近のキーボードはステレオ出力を持つものが多いため、上図
のように2台の本機を用意し、L及びRの各ジャックをそれぞれ
の本機に接続することにより最大の音響効果が得られます。
本機が1台で、キーボードの出力ジャックに“L/M

モ ノ

ONO”と表示
されている場合は、そのジャックと本機のI

イ ン プ ッ ト

NPUTジャックとを
接続します。この場合、ステレオ音響効果は得られません。
本機が1台で、キーボードの出力ジャックに“MONO”という
表示が無く単に“L”と“R”である場合は、各ジャックと本機の
INPUT 1及び2ジャックを2本のケーブルで接続します。
マイクを接続してキーボードを演奏しながら歌う場合は、

キーボードはINPUT 3及び4ジャックに、マイクはINPUT 1
及び2ジャックに接続します。[R

リバーブ

EV.]スイッチを「O
オ フ

FF」にし、
[R
リ バ ー ブ

EVERB]つまみを時計方向に回すことで、マイクのみに残響
効果をかけることができます。

型番後の「★」は生産完了品を表します。
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レスリースピーカーのステーショナリーユニットとして

SK1★/SK2★やXK-3C★など、3チャンネル仕様のレスリーコネ
クタを持つハモンドオルガンとレスリー3300★、3500、2101
のように“S

ス テ ー シ ョ ナ リ ー

TATIONARY O
ア ウ ト

UT”ジャックを持つレスリースピー
カーをお持ちの場合、本機をストレートなドローバー音やオー
ケストラル音を再生するための「ステーショナリーユニット」とし
て使用することができます。
次の表のように接続、パラメーターを設定、ハモンドオルガンで
ロータリー、ステーショナリーの各チャンネルを演奏しながら、
各スピーカーの音量バランスを調節します。

LINE
INPUT

TUBE
MODE

HORN
LEVELBASS MIDDLE TREBLEVOLUME

DRIVE
LEVEL

TUBE

TUBE OFF MAX 100 100 10 Tip :Bass
Ring :Full

0HARDSOFT +5-5 +5-5 +5-5

WOOFER
VOLUME

SUB
WOOFER
LINE OUT

SUB

TONE1-2

BASS TREBLE

REV.

VOLUME 1

INPUT 1 INPUT 2 INPUT 3

VOLUME 2

TONE3-4

VOLUME 3 VOLUME 4

INPUT 4 LINEOUT

MASTER VOLUME

POWER

AC IN ON

OFF

ONOFF

BASS TREBLE REVERB

TONE1-2

BASS TREBLE

REV.

VOLUME 1

INPUT 1 INPUT 2 INPUT 3

VOLUME 2

TONE3-4

VOLUME 3 VOLUME 4

INPUT 4 LINEOUT

MASTER VOLUME

POWER

AC IN ON

OFF

ONOFF

BASS TREBLE REVERB

楽器 接続 EXT LESLIE 
CH

SK1★/SK2★, SKX★, 
XK-1C★

楽器のLINE OUTから本機へ 1

XK-3★, XK-3C★ レ ス リ ー ス ピ ー カ ー の
STATIONARY OUTから本機へ

3

SK PRO/SKX PRO, 
XK-5

楽器のLINE OUT、またはレスリー
スピーカーのSTATIONARY OUT
から本機へ

1+LINE

XK-4, XK-7/-7D 3

上図はSK2★とレスリー3300シリーズ★、及び本機2台での推
奨設定です。

ブロックダイアグラム、周波数特性

Same as above

1

2

Volume

Tone 
Control Master 

Volume

Line Out

Reverb 
Level

Digital 
Reverb

Rev.
3-4

Class D
Power 

Amplifier Crossover 
Network HF

LF

型番後の「★」は生産完了品を表します。
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スピーカー

25cmハイパワーウーハー、10cmツィーター×2

形式
２ウェイ、バスレフ形

定格出力
150W（ミュージック）、200W（ピーク）

最大音圧レベル
119dB SPL (1m)

再生周波数帯域
45Hz～15kHz

コントロール
VOLUME(1～4)、BASS/TREBLE(1-2、3-4)、REVERB、REV.、
MASTER VOLUME、POWER

トーンコントロール
チャンネル1-2、3-4独立
BASS: ±8dB at 50Hz、TREBLE: ±10dB at 10kHz

リバーブ
デジタルリバーブ（チャンネル3-4はON/OFFスイッチ付き）

入出力端子
INPUT 1 ～ 4
感度-40dBu(8mV)～+16dBu(5V)、インピーダンス50kΩ、モノ
ラル標準ジャック

LINE OUT
出力レベル0dBu(0.775V)、インピーダンス1kΩ、モノラル標準
ジャック

電源
AC100～240V 50/60Hz

定格消費電力
45W

外形寸法
幅32×高さ61×奥行31cm

重量
15kg

その他
スピーカースタンド(35mm径)に対応

本機の特長
○ 高品質デジタルアンプ（D級アンプ）を使用しており小音量
時からフルパワー近くまで高品位な音色が得られます。同
時に低消費電力、軽量化も実現しました。

○ 25cm特製ハイパワースピーカー専用に設計されたキャビ
ネットは綿密に音響チューニングが施されています。その結
果、大型スピーカーが鳴っているような迫力ある低音が期待
できます。

 （注）スピーカースタンド使用時など、設置環境によっては
低音が出にくい場合もあります。

○ ４チャンネルミキサーを内蔵し、すべての入力がマイクか

らラインまで対応しているので大正琴アンサンブルやキー
ボードの外部アンプなどさまざまな用途に使用可能です。

○ デジタルリバーブを搭載。ハーモニカ演奏用、ボーカルアン
プとしても最適です。

○ トーンコントロールはチャンネル1-2と3-4の２グループに
独立して装備。
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